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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ル
ー
ネ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
２
６
１
Ｆ

【
作
者
名
】

　
神
童
サ
ー
ガ

【
あ
ら
す
じ
】

　
エ
ク
ソ
シ
ス
ト
の
少
年
と
普
通
？
の
女
の
子
の
話
。
何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も

大
好
き
な
ん
で
す
。
ツ
ン
デ
レ
少
年
で
す
。
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世
は
、
中
世
時
代
。
時
代
の
波
に
飲
ま
れ
な
い
屋
敷
が
あ
っ
た
。

　
内
装
は
、
北
欧
の
は
ず
な
の
に
、
屋
敷
は
東
の
島
国
の
よ
う
な
平
屋
建
て
だ

っ
た
。

　
外
装
は
、
北
欧
神
殿
を
思
わ
せ
る
。

　
ギ
ャ
ッ
プ
が
激
し
か
っ
た
。

　
そ
こ
に
、
住
ん
で
る
の
は
、
我
関
せ
ず
と
い
う
風
に
寝
転
が
っ
て
い
る
少
年

と
、
ゴ
ス
ロ
リ
調
の
メ
イ
ド
服
を
身
に
纏
っ
た
少
女
だ
っ
た
。

　
少
女
の
方
は
、
雑
巾
で
必
死
に
掃
除
を
し
て
い
る
。
泣
き
な
が
ら
だ
。

「
ネ
ル
・
・
・
ま
だ
汚
い
」

「
ル
ー
イ
様
・
・
・
寝
て
て
何
も
し
て
無
い
く
せ
に
命
令
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

　
少
年
の
名
は
、
ル
ー
イ
。
少
女
の
名
は
、
ネ
ル
。

　
ネ
ル
は
、
う
ん
ざ
り
顔
で
ル
ー
イ
に
言
っ
た
が
、
無
視
を
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

ル
ー
イ
は
ネ
ル
に
言
っ
た
。

「
主
人
の
命
を
、
ま
っ
と
う
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
ろ
う
」

「
く
っ
・
・
・
な
ん
で
我
が
儘
主
人
に
・
・
・
」

　
ル
ー
イ
は
、
エ
ク
ソ
シ
ス
ト
だ
。
ネ
ル
は
、
ル
ー
イ
に
召
喚
さ
れ
た
、
“
ア
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ク
マ
”
と
“
テ
ン
シ
”
の
ハ
ー
フ
だ
っ
た
の
だ
。

　
ネ
ル
の
言
葉
に
、
カ
チ
ン
と
き
た
の
か
ル
ー
イ
は
ネ
ル
に
、
更
に
酷
い
命
令

を
し
た
の
で
し
た
。

　
そ
れ
は
、
い
つ
も
の
光
景
で
す
。

「
ん
？
・
・
・
・
仕
事
み
た
い
だ
」

　
や
っ
と
重
い
腰
を
上
げ
た
ル
ー
イ
。

　
ネ
ル
は
、
い
つ
の
間
に
か
黒
い
封
筒
を
持
っ
て
来
た
。

　
ル
ー
イ
は
、
ネ
ル
が
持
っ
て
た
封
筒
を
奪
い
、
乱
雑
に
開
け
た
。

　
封
筒
に
は
、
白
色
の
毛
筆
で
『
天
誅
』
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　
ル
ー
イ
は
、
趣
味
が
悪
い
と
思
い
な
が
ら
中
身
を
読
ん
だ
。

　
ネ
ル
は
、
封
筒
の
中
身
が
気
に
な
る
様
子
で
、
ル
ー
イ
の
周
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ

す
る
。
そ
れ
に
苛
立
っ
た
ル
ー
イ
は
、
ネ
ル
の
頭
を
容
赦
無
く
殴
っ
た
。

　
ネ
ル
は
、
涙
ぐ
み
な
が
ら
、
頭
を
押
さ
え
て
座
り
込
ん
だ
。

「
・
・
・
・
チ
ッ
」

　
読
み
終
え
た
よ
う
で
、
手
紙
を
ポ
イ
ッ
と
投
げ
捨
て
た
。

　
そ
の
手
紙
を
、
ネ
ル
は
サ
ッ
と
取
っ
た
。

「
ん
～
。
な
に
な
に
・
・
・
・
『
ロ
ー
イ
ド
橋
に
ア
ク
マ
出
没
』
・
・
・
・
ま

た
？
」
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ロ
ー
イ
ド
橋
と
い
う
の
は
、
北
欧
の
無
名
諸
国
で
一
番
大
き
い
と
さ
れ
る
橋

だ
っ
た
。

　
そ
の
ロ
ー
イ
ド
橋
は
、
ア
ク
マ
が
一
番
出
や
す
い
地
区
な
の
だ
。

「
行
く
ぞ
ネ
ル
！
」

　
外
は
、
雪
が
積
も
っ
て
る
。
真
冬
の
寒
さ
が
身
に
凍
み
る
。

　
コ
ー
ト
の
襟
を
立
て
な
が
ら
外
を
歩
く
。

　
は
く
息
は
白
く
。
唯
一
出
て
る
頬
が
赤
く
な
る
。

「
寒
く
ね
ー
の
か
？
」

「
私
は
、
平
気
で
す
ぅ
！
」

　
未
だ
に
メ
イ
ド
服
の
ネ
ル
を
見
て
言
っ
た
ル
ー
イ
。

　
ネ
ル
は
、
ま
だ
怒
っ
て
る
の
か
不
貞
腐
れ
て
る
。

「
見
え
て
き
た
な
」

　
暗
い
闇
に
浮
か
ぶ
橋
の
街
灯
。
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空
し
い
ほ
ど
に
人
の
気
配
は
無
い
。

「
・
・
・
・
来
る
」

　
ネ
ル
は
言
っ
た
。
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
っ
て
る
闇
の
中
に
、
ネ
ル
の
低
い
声

が
響
い
た
。

　
そ
の
ネ
ル
の
言
葉
に
、
表
情
を
変
え
て
、
コ
ー
ト
か
ら
何
か
を
出
し
た
。

　
そ
れ
は
、
雪
の
よ
う
な
銀
色
の
銃
だ
っ
た
。

　
銃
を
構
え
た
途
端
に
現
れ
た
の
は
、
人
だ
っ
た
。

　
で
も
、
人
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
目
は
ク
レ
ヨ
ン
で
塗
り
つ

ぶ
さ
れ
た
よ
う
に
真
っ
黒
く
て
、
澄
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

　
口
は
、
裂
け
た
よ
う
に
大
き
く
て
、
耳
も
狼
の
よ
う
に
フ
サ
フ
サ
だ
っ
た
。

　
ア
ク
マ
は
、
銃
を
持
っ
た
ル
ー
イ
よ
り
も
ネ
ル
に
襲
い
か
か
っ
た
。

「
ネ
ル
！
！
」

「
っ
！
！
」

　
な
ぜ
か
動
か
な
い
ネ
ル
に
叫
ぶ
ル
ー
イ
。

　
ル
ー
イ
は
、
今
ま
で
出
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
ネ
ル
の
元
に
向
か
っ

た
。

「
く
は
っ
！
！
」

「
ル
ー
イ
様
！
！
」
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ア
ク
マ
の
手
が
ネ
ル
に
当
た
る
直
前
に
ル
ー
イ
は
、
ネ
ル
を
庇
っ
た
。

　
攻
撃
を
受
け
た
ル
ー
イ
は
、
吹
っ
飛
ば
さ
れ
て
街
灯
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

　
息
を
し
辛
そ
う
に
し
て
る
ル
ー
イ
。

「
・
・
・
・
許
さ
な
い
。
ル
ー
イ
様
に
手
を
出
す
な
ん
て
」

　
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な
い
か
の
声
で
言
っ
た
ネ
ル
。

　
例
え
、
ど
ん
な
こ
と
さ
れ
て
も
自
分
の
主
だ
。
手
を
出
さ
れ
て
、
普
通
で
い

ら
れ
な
い
。

「
覚
悟
な
さ
い
！
！
」

　
一
瞬
で
、
ア
ク
マ
に
近
付
い
て
、
ア
ク
マ
の
右
足
を
払
っ
た
。
体
制
を
崩
し

た
ア
ク
マ
の
顔
に
、
ネ
ル
の
膝
が
当
た
る
。

　
後
ろ
に
反
り
返
っ
た
ア
ク
マ
に
、
白
い
光
り
が
ぶ
つ
か
っ
た
。

　
白
い
光
り
の
元
を
目
で
追
う
と
、
ル
ー
イ
が
肩
で
息
を
し
て
い
た
。

　
ど
う
や
ら
ル
ー
イ
の
銃
が
ア
ク
マ
を
貫
い
た
よ
う
だ
。

「
ル
ー
イ
様
！
！
」

　
怪
我
を
負
っ
た
ル
ー
イ
に
近
付
く
ネ
ル
。

　
し
ゃ
が
み
込
ん
で
ル
ー
イ
の
顔
を
覗
き
込
む
と
、
殴
ら
れ
た
ネ
ル
。



7

「
痛
っ
！
！
何
す
る
の
よ
！
！
」

「
ア
ホ
！
！
な
ん
で
動
か
な
か
っ
た
ん
だ
！
！
」

　
涙
目
の
ル
ー
イ
が
叫
ん
で
た
。

「
心
配
し
て
・
・
・
く
れ
て
た
ん
で
す
か
？
」

「
違
う
・
・
・
」

「
涙
目
で
す
よ
？
」

「
痛
か
っ
た
だ
け
だ
！
！
」

　
フ
フ
ッ
と
、
笑
っ
て
ル
ー
イ
を
背
負
っ
た
ネ
ル
。

　
一
度
ア
ク
マ
の
方
を
見
た
が
、
灰
に
な
り
消
え
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
家
路

に
着
く
。

「
・
・
・
あ
り
が
と
う
ル
ー
イ
様
」

「
・
・
・
・
別
に
」

　
凄
く
幸
せ
で
、
身
体
が
熱
く
な
っ
た
の
を
感
じ
て
笑
う
と
、
殴
ら
れ
た
。
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「
何
す
る
ん
で
す
か
！
！
」

「
笑
う
な
」

　
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
ん
だ
。
こ
ん
な
幸
せ
も
良
い
な
、
と
思
っ
た
ネ
ル
だ
っ

た
。

　
ル
ー
イ
は
、
見
慣
れ
た
町
並
み
を
見
つ
め
て
考
え
た
。
ど
ん
な
奴
が
現
れ
て

も
守
る
、
と
。
で
も
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
調
子
に
の
る
な
、
と
も
思
っ

た
。
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（
後
書
き
）

ツ
ン
デ
レ
っ
ぽ
く
無
い
な
ぁ
。
も
っ
と
頑
張
っ
て
欲
し
か
っ
た
。



10

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ルーネ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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